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本報告書は「学校自己評価報告書（令和４年度）」を元に、学校関係者

評価委員会（令和５年８月２日（水）開催）での評価等を整理・追記し

て纏めたものである。 
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平成２５年３月文部科学省「専修学校における学校評価ガイドライン」 

 

 

評価項目一覧 

 

 

１．学校の教育目標 

 

２．本年度に定めた重点的に取り組むことが必要な目標や計画 

 

３．評価項目の達成及び取組状況 

（1）教育理念・目標 

 学校の理念・目的・育成人材像は定められているか（専門分野の特性が明確になっている

か） 

 学校における職業教育の特色は何か 

 社会経済のニーズをふまえた学校の将来構想を抱いているか 

 学校の理念・目的・育成人材像は・特色・将来構想などが学生・保護者に周知されている

か 

 各学科の教育目標、育成人材象は学科等に対応する業界のニーズに向けて方向付けられて

いるか 

 

（2）学校運営 

 目的等に沿った運営方針が策定されているか 

 運営方針に沿った事業計画が策定されているか 

 運営組織や意志決定機能は規則等において明確化されているか、有効に機能しているか 

 人事、給与に関する規定等は整備されているか 

 教務・財務等の組織整備など意志決定システムは整備されているか 

 業界や地域社会等に対するコンプライアンス体制が整備されているか 

 教育活動等に関する情報公開が適切になされているか 

 情報システム化等による業務の効率化が図られているか 

 

（3）教育活動 

 教育理念などに沿った教育課程の編成・実施方策などが策定されているか 

 教育理念、育成人材象や業界のニーズを踏まえた学科の修業年限に対応した教育到達レベ

ルや学習時間の確保は明確にされているか 

 学科等のカリキュラムは体系的に編成されているか 

 キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリキュラムや教育方法の工夫・開発な

どが実施されているか 
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 関連分野の企業・関係施設等や業界団体等との連携により、カリキュラムの作成、見直し

等が実施されているか 

 関連分野における実践的な職業教育（産学連携によるインターンシップ、実技・実習等）

が体系的に位置づけられているか 

 授業評価の実施・評価体制はあるか 

 職業教育に対する外部関係者からの評価を取り入れているか 

 成績評価・単位認定、進級・卒業判定の基準は明確になっているか 

 資格取得等に関する指導体制、カリキュラムの中での体系的な位置づけはあるか 

 人材育成目標の達成に向け授業を行うことが出来る要件を備えた教員を確保しているか 

 関連分野における業界等との連携に置いて優れた教員（本務・兼務を含む）を確保するな

どマネジメントが行われているか 

 関連分野における先端的な知識・技能等を習得するための研修や教員の指導力の育成など

資質向上のための取組が行われているか 

 職員の能力開発のための研修などが行われているか 

 

（4）学修成果 

 就職率の向上が図られているか 

 資格取得率の向上が図られているか 

 退学率の低減が図られているか 

 卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか 

 卒業後のキャリア形成への効果を把握し学校の教育活動の改善に活用されているか 

 

（5）学生支援 

 進路・就職に関する支援体制は整備されているか 

 学生相談に関する体制は整備されているか 

 学生に対する経済的な支援体制は整備されているか 

 学生の健康管理を担う組織体制はあるか 

 課外活動に対する支援体制は整備されているか 

 学生の生活環境への支援は行われているか 

 保護者と適切に連携しているか 

 卒業生への支援体制はあるか 

 社会人のニーズを踏まえた教育環境が整備されているか 

 高校・高等専修学校との連携によるキャリア教育・職業教育の取組が行われているか 

 

（6）教育環境 

 施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか 

 学内外の実習施設、インターンシップ、海外研修等について十分な教育体制を整備してい

るか 
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 防災に対する体制は整備されているか 

 

（7）学生の受入れ募集 

 学生募集活動は適正に行われているか 

 学生募集活動において、教育成果は正確に伝えられているか 

 学納金は妥当なものとなっているか 

 

（8）財務 

 中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか 

 予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか 

 財務について会計監査が適正に行われているか 

 財務情報公開の体制整備はできているか 

 

（9）法令等の遵守 

 法令、専門学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか 

 個人情報に対し、その保護のための対策がとられているか 

 自己評価の実施と問題点の改善を行っているか 

 自己評価結果を公開しているか 

 

（10）社会貢献・地域貢献 

 学校の教育資源や施設を利用した社会貢献・地域貢献を行っているか 

 学生のボランティア活動を奨励、支援しているか 

 地域に対する公開講座・教育訓練（公共職業訓練等を含む）の受託等を積極的に実施して

いるか 

 

（11）国際交流 

 留学生の受入れ・派遣について戦略を持って行われているか 

 留学生の受入れ・派遣、在籍管理等において適切な手続き等がとられているか 

 留学生の学修・生活指導について学内に適切な体制が整備されているか 

 学習成果が国内外で評価される取組を行っているか 
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令和５年度 中央情報専門学校 学校関係者評価委員 名簿（敬称略・順不同） 

 

 （氏 名）     （所 属） 

委 員：木田 徳彦 一般社団法人コンピュータソフトウェア協会 理事 

 株式会社インフォテック・サーブ 代表取締役 

委 員：清水 雅己 埼玉県立大宮工業高校 元校長 

 公益社団法人全国工業高等学校協会 名誉会員 

委 員：腰原 貞利  ＳＫオフィス 代表  

 富士通エフ・アイ・ピー・システムズ株式会社 元社長 

 

 

令和５年度 中央情報専門学校 学校評価委員会 名簿 

 

 （氏 名）     （所 属） 

委員長：岡本比呂志 学校法人中央情報学園 理事長 

委 員：堀切 達也 学校法人中央情報学園 産学連携推進部長 

 中央情報専門学校 校長 

委 員：佐宗 房雄 学校法人中央情報学園 事務部長 

委 員：小菅 厚 学校法人中央情報学園 教育主幹 

委 員：斉藤 由美子 中央情報専門学校 副校長 

委 員：富樫 素子 中央情報専門学校 ビジネスデザイン学科長／就職部 課長 
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学校自己評価報告書（令和４年度）結果についての学校関係者評価 

 

・腰原委員（委員会欠席） 

学校評価ガイドラインに基づき、教育目標（理念、校訓、方針、目標）がしっかり立てられて

います。また、重点的に取り組む目標、計画についても、(1)社会の要請や時代の変化への対応か

ら、(5)学生募集まで詳しく記述されており、取り組むべき内容も明確であると思います。 

評価項目の達成、取り組みの自己評価につきましては、(1)教育理念・目標から(11)国際交流ま

で項目毎に現状分析をきちんとされ、課題、改善策についても内容、方向性を明確にされていま

すので、全体として評価も適切に行われていると感じました。 

その上で、（1）の課題と改善策については、特に最近のＡＩの躍進、変化は「Chat GPT」に代

表されるように目覚ましいものがあり、学校～企業まで利用、活用等が急増しつつある状況です。

変化、進展が激しい現況下で具体的な対策と計画を立てる事は大変難しいと感じますが、今まで

とは違うスピードでの変化に対し、専門学校として学生に何を教えどういう人材となってもらう

かは今後の大きな課題の一つと思いますので、急激な変化に対するもう一歩踏み込んだ課題内容、

改善策の記述がされていてもよかったと感じました。また、ＤＸにつきましては経産省よりＤＸ

認定の制度が提示され、各企業は認定申請に向け推進計画等をホームページに掲載し始めていま

す。 

現時点では、各企業が有している商品、技術・ツール、人材育成、環境等を体型的に整理し、

ＤＸ推進の具体的な計画を示したものとなると想定します。今後のＤＸに関連した教材、講座内

容を考える上で参考になり、また反映できるのではと考えます。 

 

・木田委員、清水委員のご意見は、「学校関係者評価委員会による評価」に記載。 
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「専修学校における学校評価ガイドライン」（文部科学省平成２５年３月）に基づき、令和４年

度の活動について、令和５年６月に以下のとおり、学校自己評価を実施した。 

 

 

１．学校の教育目標 

 

〈教育理念〉 

21 世紀の日本と世界で、新しいビジネスを生み出す、クリエイティブで、社会に役立つ

人材を育成する 

 

 

〈校訓〉 

自主・創造・誠実  ～ 学び続ける者だけが成功する ～ 

 

自主・・・自分の頭でものを考え、行動すること 

創造・・・自らの夢と希望とビジョンを追求して生きること 

誠実・・・人との約束を守り、責任を果たすこと 

 

〈教育方針〉 

○一人ひとりを大切にし、各人の能力と個性を最大限に伸ばし 

開花させることを教育の基本とする 

○授業は“親切・丁寧・わかりやすく”をモットーとし 

学生の自主的自発的学びを重視する 

 

〈教育目標〉 

１．産業界が求める専門知識、専門スキルの修得 

２．デザインを形にできる能力の育成 

３．コミュニケーション能力の育成と人間的成長 

４．希望者全員の就職 
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２．本年度に定めた重点的に取り組むことが必要な目標や計画 

 

（１）社会の要請や時代の変化への対応 

「IT分野」 

近未来の IT ビジネスは、DX（デジタル・トランスフォーメーション）と AI（人工知能）が

密接に関係してくる。専門学校においても、従来の実践的な IT 専門職業教育に加え、DX 実現に

向けたビジネスモデルの転換や経営戦略の革新、そして IT との関係を意識した AI のカリキュラ

ムを積極的に取り入れていく。加えてオンライン教養講座を新設し、リベラルアーツを修得でき

るカリキュラム体系に変革する。 

さらに対面授業・遠隔授業をハイブリット型で実践し、近未来の先駆けとなる幅広い見識を持っ

たクリエイティブな IT・AI エンジニアを育成していきたい。 

 

「ビジネス分野」 

現代のビジネス環境は、技術の進化により急速に変化している。このような時代の変化に適応

し、柔軟に対応できる人材を育成していくことを目指す。 

留学生の強みである、日本人とは異なる視点やアイデアで新たなビジネスモデルを創出できる

よう、マーケティング企画の学習に力を入れ、様々な分野で活躍できるグローバルな人材を育成

していく。また、日本企業の労働力不足を解消するためには、外国人労働者を有効に活用してい

く必要がある。そのため、外国人雇用の専門知識を身に着けた管理要員としてトータル的なサポ

ートを提供できる人材を育成していくことを目指す。 

 

（２）教育環境の整備とシラバスの改訂・分かりやすい授業の展開 

「教育環境の整備」 

全学生が自宅で遠隔授業を受けられるようマイPC購入支援制度やパソコン貸与、ルーター貸与

を行っている。学生一人ひとりにMicrosoft365のマイクロソフトのライセンスを付与し、OneDrive

などのクラウドサービスを使った教材の利用や課題の提出など遠隔授業を実施している。 

昨年から、学校DXの一環として、各教室に大型モニターを設置し、教材をより鮮明に映し出し、

ワイヤレスマイクを使用し、対面授業・遠隔授業のどちらにも対応できる学習環境を整備し、 

インフラ面においても、‶わかりやすい授業″を実現している。 

 

「シラバスの改訂」 

教育DXの一環として、昨年度から3学科の共通科目として『情報学基礎』『オンライン教養講

座』をスタートさせ、リベラルアーツを修得できるように、シラバスを改訂した。 

IT系では、プログラミング関連科目やWebシステム関連科目等でオーソドックスなスキルを修

得した上で、AIイノベーション科目やAIプログラミング科目で最先端テクノロジーをビジネスに

応用するためのスキルの修得を図っている。さらに授業形態においても、遠隔・対面・実習をハ

イブリット型に組み上げて、よりアクティブに学ぶことができるよう改訂している。 
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「分かりやすい授業の展開」 

対面授業と遠隔授業の組み合わせを活用し、ハイブリット型の授業形態を定着させている。 

対面授業では、学生の理解度を確認しながら授業をすすめるために、遠隔にて小テストと課題を

提出させ、必要な場合は個別指導できるようにしている。 

遠隔授業では、Web教材を閲覧した後、毎回確認テストを実施し、課題の提出を促し理解度を確認

している。また、学生が担当教員に直接質問できるチャット機能を利用している。 

授業形態によっては、双方向の参加型オンラインライブ授業を実施しており、自宅にいながら教

室で授業を受けている状況と変わりなく学習できるようにしている。 

教員は、春季・夏季の学生休暇期間中には積極的に授業に関係する各種研修会に参加し、授業を

構成する基礎力を育成する努力を継続している。これらの研修会に、参加の機会を得られなかっ

た教員に対して、教員研修会を開催することにより知識の共有化を図っている。 

 

（３）学生指導の充実 

当校は外国人留学生が大半であるため、学校独自に作成した「学校生活ガイドブック」を活用

し、日本における生活習慣とルールについて、各クラス担任による指導を徹底している。 

また出席率は向上しているが、特に問題のある学生については学生指導担当と担任と情報共有を

しながら個別指導を実施している。 

日本で就労機会を求める学生にとって必要な礼儀・作法についても講義を行うと共に、「留学生

の在留資格ハンドブック」を活用し、各クラス担任から日本で働く意味や仕事に対する基本的姿

勢などについても指導を行っている。 

 

（４）進路指導 

新型コロナウイルス感染症の影響により、日本語で日常会話する機会の少ない留学生の就職は

厳しい状況にある。この厳しい状況を踏まえ、当校で実施されている「学内企業説明会及び面接

会」において多くの会社を受ける機会を提供している。学内企業説明会は当校学生に対して採用

意欲を持つ多くの企業の参加を得て実施されているので、学生が就職したい企業を増やしていき

たい。また、特定技能（外食業、宿泊業、電気工事業、ビルクリーニング業、介護業、農業）に

も積極的に進むよう指導し、日本で就職できる業種の幅を広げている。 

 

（５）学生募集 

当校は、常に学生の卒業後の進路を念頭に置きながら、技術を学習する資質や日本語能力など

日本での就労に適合する学生を募集している。従って入学試験は、単に学力の測定により合否を

判定するものではなく、学習意欲・学習態度・ITもしくはビジネスにおける資質を重視している。

さらに留学生に対しては資格外活動が許可された時間を超過していないか等、厳格に審査してい

る。また、早くからＡＯ入試を取り入れ、オンライン面接を実施することで、首都圏だけでなく

地方または海外からも直接入学しやすい仕組みを採用している。 
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３．評価項目の達成及び取組状況 

（１）教育理念・目標 

①採点 適切…4 ほぼ適切…3 やや不適切…2 不適切…1 

 

②現状 

a.理念・目的・育成人材像が定められ、ホームページ、学校案内などのパンフレットで公表し

ている。 

 

b.IT分野、ビジネス分野を中心として、産学連携した広範囲の実践的な職業教育を行っている。 

 

c. IT・Web 学科の目的は、先進的な IT 企業と連携して、ICT（情報通信技術）の基礎から Web 

技術、ネットワーク、AI などの先端テクノロジーまでを学び、実践的なスキルを備えた IT 

人材を育成することとされている。そのもとで、企業等が参画する「教育課程編成委員会」 の

意見をふまえ、カリキュラムを策定し、企業等と連携した実習・演習を実施している。授業

では、実践的なネットワーク運用管理者・技術者に必要な技能・技術とともに、実習で複数

のプログラム言語によるプログラミングやシステム設計を、また情報理論・経営戦略などの

講義科目を学び、創る力と考える力を身につけたシステムエンジニアを育成している。  

AI を中心とした先端 IT技術の台頭に追随できる学生を育成できるよう基礎力を重視すると

ともに AIについても学ぶ機会を設けている。AI後の新たな技術の登場に備え、カリキュラ

ムの再構成や教員のリスキリングには重きを置いて検討していく。 

 

AI プロジェクト学科の目的は、IT・コンピュータサイエンスの基本を学びつつ、社会におけ

る身近な課題から企業のデジタル革新までを視野に入れ、課題解決型の「AI システム開発プ

ロジェクト」を企画・立案・推進できる人材を育成することとされている。産業界と連携し

た、AI プロジェクトによる実践的な教育を目指して、社会における身近な課題やグローバル

な課題を対象とした、AI ビジネスモデルを構築する授業を行っている。  

 

ビジネスデザイン学科の目的は、ビジネスの専門知識と IT スキルの習得を基礎に、ビジネ

スマインド（おもてなしの心と礼儀作法）を学び、グローバルな視野でビジネスをデザイン

し推進できる人材を育成することとされている。授業では、企業との連携により企業のトッ

プ・人事担当者・労務管理者を講師として迎え、実際に就業先となることが期待される企業

 評価項目 評価 

a 学校の理念・目的・育成人材像は定められているか 4 

b 学校の理念、目的のもとに特色ある職業教育が行われているか 4 

c 社会経済のニーズをふまえた学校の将来構想を抱いているか 4 

d 学校の理念・目的・育成人材像は・特色・将来構想などが学生・保護者に周知されてい

るか 
4 

e 各学科の教育目標、育成人材象は学科等に対応する業界のニーズに向けて方向付けられ

ているか 
4 
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の皆様から直接求められる人材とは何かを学んでいる。また企業と連携して見学授業を多く

取り入れ、工場及び職場の見学、実際の製品の試食や流通などを学び、将来企業で就職する

に当たっての基礎知識と応用を身につけるように取り組んでいる。 

 

d.年度はじめのオリエンテーションにおいて、重点的に説明をしている。保護者に対してはパ

ンフレットや留学生本人からの伝達などで周知している。 

 

e.教育課程編成委員会の意見をふまえ、業界のニーズに合わせた人材像となるよう都度方向を

確認し適切な人材像を設定できている。 

 

③課題と改善策 

 AI の躍進により業界のニーズが大きく変わり得る情勢となっている。今後の動向を注視し、

適切な育成人材像を維持していく方策を検討している。 

 

④学校関係者評価委員会による評価 

 AI、IT は今、どんどん変わってきている。業界では、チャット GPT がついに来たという感

じで、プログラムのソースコードも書けるようになってきた。開発のプロセスは AI でいいが、

インプットやアウトプットの場面では人間のコミュニケーション能力がもっと必要になる。

学校として生成 AI の利用についてガイドラインを策定し、学生に周知することは、社会の流

れにあった適切なことで評価できる。 

 

（２）学校運営 

①採点 適切…4 ほぼ適切…3 やや不適切…2 不適切…1 

 

②現状 

a.学校の教育理念、人事全般、授業内容、学生指導等については明文化されており、目的、目

標に沿った校務運営を進めている。 

 

b.事業計画については、運営方針に基づき、毎年関係部門にて作成されており、その進捗状況

 評価項目 評価 

a 目的等に沿った運営方針が策定されているか 4 

b 運営方針に沿った事業計画が策定されているか 4 

c 運営組織や意志決定機能は規則等において明確化されているか、有効に機能しているか 4 

d 教務・財務等の組織整備など意志決定システムは整備されているか 4 

e 人事、給与に関する規定等は整備されているか 4 

f 業界や地域社会等に対するコンプライアンス体制が整備されているか 4 

g 教育活動等に関する情報公開が適切になされているか 4 

h 情報システム化等による業務の効率化が図られているか 4 
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は月次報告として理事長・校長に毎月提出されている。 

c.理事会・評議員会での意思決定事項は寄附行為において定めており、主要項目については理

事会・評議員会にて決定している。日常の業務運営については理事長・校長の下、副校長、 教

頭、学科長、各部門責任者を配置し、定例的に会議を開催し、適切な意思決定、組織運営を

行っている。 

 

d.年度当初における校務分担の中で教務担当、財務担当等を配置し、上司への報告・連絡・相

談、並びに起案書等により円滑かつ適切な意思決定が行われている。 

e.人事考課制度、給与制度、就業規則等の規定は整備されている。 

 

f.関係法令の遵守のみならず、社会規範の遵守についても、教職員に適時適切に指示・訓示を

図っているとともに、学生に対しても全校集会・ホームルーム等を通じて、きめ細かく指導

を行っている。  

 

g.当校の概要や教育活動等を広く理解していただくために「学校基本情報」や「学校関係者評

価報告書」等の情報を学校ホームページにて公表している。また、各種イベントや学校情報

などは個人情報保護に配慮の上、学校ホームページに掲載している。学校運営については、

学園理事会、学校関係者評価委員会、教育課程編成委員会などにおいて、関係者に報告、説

明が行われている。  

 

h.学園組織内に「学校 DX・教育 DX」の担当部署を設け、計画的に年度ごとの達成目標を設定

している。すでに、クラウドサービスを利用した学校会計システム、給与システムの利用は

定着し、給与明細、源泉徴収票のペーパレス化は行われている。本年度は教職員のデータ共

有を推進するために「学園情報共有サイト」を開設し、グループ内の他校との情報共有を実

現している。また、教職員の情報リテラシーの醸成を図るため、「IT パスポート試験」の受

験を奨励している。  

 

③課題と改善策 

 カリキュラム構成の変化や校務・教務環境の変化などに対応するため、新たなパッケージソ 

フト（学籍・出席・成績管理）を導入し、また共有サーバーのクラウド化も行っており、早

期定着化により、更なる業務の効率化を図っていく。 

 

④学校関係者評価委員会による評価 

 継続して多岐にわたる改善が図られていることは評価できる。高校では、前年度の結果を踏

まえて、新しい取り組みに結果がどうだったかを A3 用紙にまとめて公表していたので、その

ような方法も参考になると思う。 
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（３）教育活動 

①採点 適切…4 ほぼ適切…3 やや不適切…2 不適切…1 

 

 

②現状 

a.基礎力の育成を重視しつつ、学習意欲を高めることを目標に教育課程が編成され、学生の自

主性を高めている。また、適切な機会を提供することで創造性を育成し、成功体験を通じて

誠実さを身に付けられる方策を取りいれている。 

 

b.業界のニーズに応じて広い知識をもち対応力のある人材を育成できている。複数回の創造力

を発揮する機会を通じて、学生自身の知識を確かなスキルへと昇華することを実現できてい

る。 

 

c.カリキュラムはビジネスコミュニケーション、職業とキャリア、ICT 活用、情報学基礎とい

った「基本科目」、専門的な知識・技術とスキルを身につける「専門科目」、学修成果を評価

する卒業制作などの「総合科目」と段階的かつ体系的に構成されている。 

 

 評価項目 評価 

a 教育理念などに沿った教育課程の編成・実施方策などが策定されているか 4 

b 教育理念、育成人材象や業界のニーズを踏まえた学科の修業年限に対応した教育到達レ

ベルや学習時間の確保は明確にされているか 
4 

c 学科等のカリキュラムは体系的に編成されているか 4 

d キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリキュラムや教育方法の工夫・開発

などが実施されているか 
4 

e 関連分野の企業・関係施設等や業界団体等との連携により、カリキュラムの作成、見直

し等が実施されているか 
4 

f 関連分野における実践的な職業教育が体系的に位置づけられているか 4 

g 授業評価の実施・評価体制はあるか 4 

h 職業教育に対する外部関係者からの評価を取り入れているか 4 

i 成績評価・単位認定、進級・卒業判定の基準は明確になっているか 4 

j 資格取得等に関する指導体制、カリキュラムの中での体系的な位置づけはあるか 4 

k 人材育成目標の達成に向け授業を行うことが出来る要件を備えた教員を確保しているか 4 

l 関連分野における業界等との連携において優れた教員を確保するなどマネジメントが行

われているか 
4 

m 関連分野における先端的な知識・技能等を習得するための研修や教員の指導力の育成な

ど資質向上のための取組が行われているか 
4 

n 職員の能力開発のための研修などが行われているか 4 
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d.IT 業界について学び業界のニーズを意識させつつ、自身のキャリアを見つめプランを立てら

れるよう教育を実施している。その上で個々のキャリアプランに対応できるよう基礎力と自

身の自主性を大切にした教育方法を選択している。 

e.教育課程編成委員会に関連分野の企業・団体からの委員を迎え、カリキュラムの評価や見直

しを行い、改善が定期的に行われている。 

 

f.職業教育は、業界が必要とするスキルに対して、「基礎」「専門（知識技術）」「専門（実習）」

と体系的に位置づけられている。 

 

g.学生による授業アンケートを年 2 回実施しており、結果を各教員にフィードバックし、教員

自身の評価や気づき・授業レベルアップに役立てている。 

 

h.教育課程編成委員会において各意見の率直かつ忌憚ないご指摘を常に受け、改善を図ってい

る。 

 

i.成績判定会議、進級判定会議、卒業判定会議などの会議が定例的に実施され、評価基準も明

確である。 

 

j.通常授業において専門性を示すことができる資格取得を意識した授業を行っている。専門的

な資格を目指したいという要望に応じて、一部の資格については学内で対策講座を実施して

いる。 

 

k.外部からの実務経験豊富な教員の招聘、並びに産学連携先企業からの講師派遣により、充実

した実習授業を行える教員のさらなる拡充を目指している。 

l.現役の優秀な人材を確保するのは困難な状況ではあるが、産業界から教員を招聘し指導を行

っている。実務経験豊富な企業の技術者などによる授業は好評であり、実践的職業教育にお

いて今後の成果をさらに期待するところである。 

 

m.コロナ禍のため、オンラインでのセミナー聴講が中心となる。最新の技術動向の把握のため、

IT・Web 学科の教員は、定期的に IT パスポート試験を受験することとしている。 

 

n.全国専修学校各種学校総連合会、埼玉県専修学校各種学校協会等の会合や、職業教育・キャ

リア教育財団の研修会に参加させ、新しい知識・技術、業界動向等を学習し、教職員間で内

容を伝達・情報共有している。 

  

③課題と改善策 

 AI の躍進により教員に求められる能力が大きく変わり得る。AIについて広い科目で取り入れ

られるよう教育方法を考え、それに見合った教員の知識・技能の獲得を検討したい。 
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④学校関係者評価委員会による評価 

・チャット GPT などの生成 AI を使用してアイデアを生み出す訓練をおこなえば、働き方が変

わっていくのではないかと感じている。適切な利用に向けた取り組みは評価できる。 

・教員の研修会を定期的に実施し、各教員がキャリアアップ、スキルアップについての研修計画

を立てて、いい教育に結びつけられるようにしていることは評価できる。 

・工業高校では、令和 8 年度から情報学科を設立し、「データサイエンス」というキーワードで、

データを中心とした学びを重視した学校に変わっていくので、専門学校もその動向に合わせた

教育内容を検討していくことは重要である。 

 

（４）学修成果 

①採点 適切…4 ほぼ適切…3 やや不適切…2 不適切…1 

 

②現状 

a.就職サポートにはベテランの就職部長・就職担当を配置し、毎年企業就職説明会をオンライ

ン・対面で実施している。入学から就職までの一貫したアプローチを意識して、就職担当と担

任による就職指導を行っている。前年度は新型コロナウイルス感染症対策により、学生への緊

密なサポートが制約される中、136 名が就職し、93％の就職率を確保できた。 

 

b.情報系資格の ITパスポート試験対策、基本情報技術者試験対策として、授業時間外で自主的

に学習できる環境を整備し、15 名が資格取得している。また、試験直前の夏季休暇及び春季

休暇中に特別授業を実施し、特に JAVA プログラミング認定 2・3級は進級年次に 12名が取得

している。 

ビジネス系資格のサービス接遇・秘書検定・ビジネス実務マナー検定などについて、積極的に

資格取得を希望する学生に対して直前対策形式で指導を行っている。 

また、インターネットを利用するための適切な判断力と行動力を身に付けることを目的とした

iBut（インターネットベーシックユーザーテスト）試験は、学科を問わず全学生に受験させ進

級・卒業要件として位置づけ、100％の取得率を達成している。 

さらに、留学生の日本語能力の向上に向けて、学内LMS(ラーニング・マネジメント・システム)

の「Glexa」による能力に応じた学習教材を提供して、日本語能力試験N1、N2の合格を目指し

ている。 

 

 評価項目 評価 

a 就職率の向上が図られているか 4 

b 資格取得率の向上が図られているか 4 

c 退学率の低減が図られているか 4 

d 卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか 4 

e 卒業後のキャリア形成への効果を把握し学校の教育活動の改善に活用されているか 4 
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c.大卒入学者においては、修業年限内に就職を決定し退学を希望する学生がいると予想される。

この点は課題として受け止めており、魅力あるカリキュラム作成と共に、入学選考時におけ

る選考内容にも配慮し当校で学び就職する強い意思をもつ学生を選抜する必要があると考え

ている。 

 

d.卒業後も母校として訪ねてくる学生や、さまざまな相談に訪れる卒業生が少なくない。卒業後

も親身に連絡をとりアドバイスを与え続ける学校であることが広く在学生及び卒業生に認識

されているからである。今後も、担任制による在学中の親身な学生指導と共に、担当者による

卒業生に関する追跡調査を綿密に行っていきたい。 

 

e.卒業後の学生との太いパイプにより、事後に改善すべき点に気付かされることも多い。就職し

た学生たちの評判などを企業から直接収集し改善すべき事項は直ちに検討し、日々の授業及び

クラス運営に反映されている。令和４年度も、就職先企業にヒヤリングを実施し、就職先から

の評価を、後輩たちの就職実績向上に役立てている。キャリア教育科目の中でいくつかの事例

を取り上げ、仕事の意味や意識についての教育を行っている。 

 

③課題と改善策 

・就職した企業と卒業生を対象にヒヤリングを実施している。特に適応能力が高い卒業生につい

ては企業からも評判が良く、継続的に同等の能力を有する学生の送り出しを求める声が寄せら

れている。今後も就職先企業において、卒業生がどのように評価されているか、またどのよう

な人材が求められているかを調査し、実践的職業教育の実施内容に反映させることが必要であ

ると考えている。 

 

④学校関係者評価委員会による評価 

・就職については、過去３年間で 96.8％と非常に高い数字になっているのは、卒業後のフォロ

ーも含め、就職に対する取り組みはとても評価できる。 

 

（５）学生支援 

①採点 適切…4 ほぼ適切…3 やや不適切…2 不適切…1 

 評価項目 評価 

a 進路・就職に関する支援体制は整備されているか 4 

b 学生相談に関する体制は整備されているか 4 

c 学生に対する経済的な支援体制は整備されているか 4 

d 学生の健康管理を担う組織体制はあるか 4 

e 課外活動に対する支援体制は整備されているか 4 

f 学生の生活環境への支援は行われているか 4 

g 保護者と適切に連携しているか 3 

h 卒業生への支援体制はあるか 4 
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②現状 

a.毎月「学生調査」アンケートを実施し、学生の進路希望を把握するとともに、進路選択や就

職活動に関する内容をクラス担任と就職部、進学指導担当者で情報を共有し個別に指導して

いる。また、学年別による就職特別講座や就職面接対策講座を実施し、面接や履歴書の書き

方に関する指導をおこなっている。さらに企業との連携により、企業面接に備えた授業を取

り入れている。就職部からは定期的に Teams を利用して就職情報を発信し、企業説明会や選

考会を校内で実施している。 

 

b.クラスの学生人数を 32 名以下とし、クラス担任は定期的に個人面談を実施し、直接、学生

の相談に対応できる体制を整えている。また、いつでも気軽に相談できるよう Microsoft365

のチャット機能を利用したり、毎月実施している「学生調査」アンケートに相談内容を記載

したりできるようにしている。学生の情報は、クラス担任と学生指導担当者とが常に共有で

きるよう WSDB の学生管理情報を活用している。 

 

c.当校の年間学費は他校と比べ適正かつ割安な水準にあり、また、原則 2回の分納も認めてい

る。日本学生支援機構の奨学金を学生に周知を図るとともに、学校独自の奨学金給付制度を

設け、学生の経費負担の軽減を図っている。また、高等教育の修学支援新制度（授業料等減

免と給付型奨学金）の対象校となっている。さらに学納金相談窓口を設け、きめ細かく個別

に相談できる体制を整えている。 

 

d.定期健康診断を毎年定められた月に学校行事として確実に実施している。万が一、未受診者

がいた場合には指定医療機関にて受診させている。また、再検査が必要な学生には再受診を

実施し必要に応じて病院に同行するようにしている。 

 

e.彩の国さいたま ICT コンテストの参加や、企業主催のコンテスト、その他留学生に関わるイ

ベントなど地域のボランティア団体と連携をとり、学生への参加を促している。 

毎月実施している「学生調査」アンケートにより、学生の課外活動の把握もおこなっている。 

特に留学生は資格外活動違反とならないよう担任や学生指導担当による指導を徹底している。 

 

f.学生のアルバイト調査、遅刻・不登校の学生への住居訪問の実施等により、学生の生活が乱

れ学習に影響が出ないように注意をはらっている。また、休日でも急用等が発生した場合は、

Microsoft365 の Teams「チャット機能」から担任や学生生活指導に直接連絡できるよう留学

生が安心して学校生活を送れるようにしている。 

 

g.ベトナム、中国の問題のある学生については、必要に応じて母国の保護者と連絡を取り合い、

解決を図っている。 

i 社会人のニーズを踏まえた教育環境が整備されているか 4 

j 高校・高等専修学校との連携によるキャリア教育・職業教育の取組が行われているか 3 
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h.卒業生からの希望に応じ、個別に資格取得のためのフォローや再就職先の支援等、卒業後の

フォローや指導を行っており、卒業生に対する就職相談は常に対応できる体制が整っている。 

 

i.社会人の学び直しの受入れとして、埼玉県の委託訓練の長期高度人材育成コース1年次18名、

2年次 26名を受託している。また PC の貸し出し制度や大型モニターの活用、専門スキルを

学べる環境を整えている。 

 

j.IT・Web 学科・ビジネスデザイン学科においては、職業実践専門課程の認定を受けたことに

伴い、高校との連携を行なっている。クラーク記念国際高等学校の学生と ZOOM 交流会を実施

した。 

 

③課題と改善策 

 留学生の保護者との連携は、国を超え言葉の壁もあるため、直接連携をすることは難しいが、

中国やベトナム以外についても出来るだけ保護者と連携できるようにしていく必要があると

感じている。学校のホームページから情報を発信したり、学校ブログを活用して学生の様子

やイベントでの活躍など写真を掲載したりして、保護者が確認できるよう工夫していく。 

 AI プロジェクト学科は、職業実践専門課程の申請を行う予定であり、今後は、高校・高等専

修学校との連携を検討していきたい。 

 

④学校関係者評価委員会による評価 

・学生数が多いベトナムと中国からの留学生に対しては、母国語が堪能な教員を配置し、教員を

通じて母国語で電話して直接保護者と対応しており、母国の保護者も安心して日本に送り出す

ことができているので評価できる。 

 

（６）教育環境 

①採点 適切…4 ほぼ適切…3 やや不適切…2 不適切…1 

 

②現状 

a.普通教室においても、学生のマイ PCを活用した授業が行われ、全館 WiFi システムにより、

クラウド上のコンテンツを利用できる環境となっている。学内案内ディスプレイが 3か所設

置され、学生の誘導に役立っている。入口における検温、消毒設備、お手洗い、保健室、図

書室、ロビー等が整備され、教育上必要な設備の整備が行われている。 

 評価項目 評価 

a 施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか 4 

b 学内外の実習施設、インターンシップ、海外研修等について十分な教育体制を整備し

ているか 
4 

c 防災に対する体制は整備されているか 4 
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b. 学内の実習室は、最新の PC、ソフトウェアを備え整備されている。また、全ての教室に大

画面ディスプレイ、プロジェクタが整備され、活用されている。就職先企業との連携により、

インターンシップが行われている。 

 

c.教職員による消火訓練や学生の避難訓練等は年 1回秋に実施している。また、水・食糧等の

災害時備蓄品の確保も行っている。緊急連絡用メールは、Microsoft365 を活用した全学生、

全教職員に対する一斉連絡が可能であり、学生だけではなく教職員も緊急時の連絡を行なえ

るようにしている。クラウドサーバにより、全てのデータが管理され、テレワークも実施さ

れており、BCP 対策として機能している。 

 

③課題と改善策 

 学校、教室を機能的で美しく維持するために、新たに委員会の設置を検討している。 

 委員会主導で、定期的にどのような項目でチェックしていくか、また計画性をもって実施し

ていくことを検討したい。 

 

④学校関係者評価委員会による評価 

 学校を訪れて校内を見ると、よう整備されていると感じる。委員会を設置して、より良い学

習環境提供のために計画的に整備していくとは評価できる。 

 

（７）学生の受入れ募集 

①採点 適切…4 ほぼ適切…3 やや不適切…2 不適切…1 

 

②現状 

a.学生募集活動は、埼玉県学事課の指導及び埼玉県専修学校各種学校協会の申し合わせ事項を

守り、個人情報の取り扱いや入学願書受付期日等に留意し、適正に実施している。学校案内、

募集要項等は、新型コロナウイルス感染症への対策をより考慮した内容を盛り込み、受験生

に負担軽減を心掛けた。また、Webサイトも迅速に改定を行い、受験生が正確な情報をより早

期に入手できるよう心掛けてきている。また入試においては、AO入試の導入とともに、Web

で完結する受験仕様となっており、来校型の一般入試と併用とした。 

 

b.高校（通信制含む）や日本語学校には、訪問とともにZOOMを使用し安定的かつ効率的に情報

共有を行っている。学校案内や資料を用い最新の教育内容や教育成果を正確に伝えている。

また、WebサイトにFacebookをリンクさせ、学校行事、産学連携、就職活動等の動きをきめ細

 評価項目 評価 

a 学生募集活動は適正に行われているか 4 

b 学生募集活動において、教育成果は正確に伝えられているか 4 

c 学納金は妥当なものとなっているか 4 
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かくアップし、日々の教育活動を志願者、保護者、学校関係者等に発信している。オープン

キャンパスでは、入学から卒業までの教育内容や成果の説明を行っている。 

 

c.入学金、授業料、施設設備費等の学納金は、他校と比較して適正かつ低廉である。またマイ

PC制度の導入や、Webツール、Microsoft365アカウントの支給等のサービスを拡充するも学費

の値上げも行わず学習効果を高めた。 

 

③課題と改善策 

・関東近辺での当校の理解度は高いと思われるが、他の地域ではまだまだ当校の入試内容の理解

が乏しい日本語学校もあるため、よりオンラインの説明会やWebのツールを使用して、関東圏

以外の進路担当者にも当校の学校説明をしていく予定である。 

・コロナ明けより毎年、全国の日本語学校500校に学校案内を配布している。 

・コロナ時に入国した留学生の数が限られるため、校長・副校長・学科長も日本語学校を積極的

に訪問した。 

 

④学校関係者評価委員会による評価 

 コロナ禍で留学生が日本に来れない中で、定員に達するほどの入学者がいるのは、適切な募集

活動が行われている証拠である。 

 インドネシアの国立大学と提携し、インドネシアの大学3年間と中央情報専門学校の2年間での

学習により大学の単位と専門学校の単位を修得させ、日本での就職を目指す学生を迎え入れる

準備をしているとのこと。多国籍の学生獲得に向けて実現を期待している。 

 

（８）財務 

①採点 適切…4 ほぼ適切…3 やや不適切…2 不適切…1 

 

② 現状 

a.財務基盤は計画的に強化され、安定したものとなっている。その結果、負債比率、負債償還

率は文部科学省の大学設置基準の財務基準をクリアしている。 

 

b.予算、収支計画は無理のない実現可能な計画を策定しており、予算と実績間に大きな乖離は

発生していない。 

 評価項目 評価 

a 中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか 4 

b 予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか 4 

c 財務について会計監査が適正に行われているか 4 

d 財務情報公開の体制整備はできているか 4 
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c.会計監査は実務に精通した元事務局長等を監事とし、監査を厳正かつ適正に実施している 

 

d.決算完了次第最新の財務情報をホームページ上に公開している。  

 

③課題と改善策 

・特になし。 

 ④特記事項 

・財務情報公開については、学校法人単位での公開となっている。 

 

（９）法令等の遵守 

①採点 適切…4 ほぼ適切…3 やや不適切…2 不適切…1 

 

 

②現状 

a.「教職員必携」に法令や専修学校設置基準等の遵守を明記しており、教職員研修会等の実施

時にも随時その徹底を図っている。 

  

b.個人情報保護方針にもとづき、各種対策を行っており、また随時研修会実施によりその徹底 

を図っている。また、マイナンバーの取扱については極めて厳格な対応を行っている。 

  

c.自己評価については、理事長を委員長とする「学校評価委員会」が中心となり、文部科学省

の「専修学校における学校評価ガイドライン（平成 25 年 3 月）に準拠し、毎年定期的に実 

施している。自己評価結果は、関係教職員が問題点の改善に努めている。 

  

d.学校自己評価報告書及び学校関係者評価報告書は、学校のホームページに掲載することによ 

り公開している。 

 

③ 課題と改善策 

 個人情報保護対応については、常に取扱状況等を確認しながら、組織に緩みが出ないように

対応していく。 

 

（１０）社会貢献・地域貢献 

①採点  適切…4 ほぼ適切…3 やや不適切…2 不適切…1 

 評価項目 評価 

a 法令、専門学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか 4 

b 個人情報に対し、その保護のための対策がとられているか 4 

c 自己評価の実施と問題点の改善を行っているか 4 

d 自己評価結果を公開しているか 4 
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②現状 

a.文部科学省後援の情報検定（J検）の CBT 試験会場として地域の受験者を受け入れており、

毎月 1回施設の提供をしている。 

また、講師・施設の提供、企業・地方公共団体等と連携し、地域社会と関わりを持っていき

たい。 

b.埼玉県社会福祉協議会のボランティア体験プログラムのポスターを掲示し、学生が積極的に

活動に参加できるよう支援している。また、国内外での地震などが発生した場合等、募金活

動を自発的に行っている。 

 

c.埼玉県の職業能力開発センターによる長期高度人材育成コース デジタル人材育成科 2年制

の教育訓練を IT・Web 学科にて継続して受託している。 

 

③課題と改善策 

 地域との連携やボランティア活動については、新型コロナウイルス感染症対策の観点から実

施ができなかったが、近隣の清掃活動や地域企業との情報交換を行い、今後の社会情勢を鑑

みながら、更なる地域との連携や学校の社会貢献を進めていきたい。 

 

④学校関係者評価委員会による評価 

 埼玉県や市区町村などで募集をしているボランティア活動などのポスターを学内に掲示し、

学生のボランティア活動を支援しており、今後、より一層学生が地域貢献に繋がる取り組み

が広がることを期待している。 

 

（１１）国際交流 

①採点  適切…4 ほぼ適切…3 やや不適切…2 不適切…1 

 

②現状 

a.留学生の受入れについては、日本語学校と信頼関係を構築し、日本語能力、基礎学力だけで

 評価項目 評価 

a 学校の教育資源や施設を利用した社会貢献・地域貢献を行っているか 4 

b 学生のボランティア活動を奨励、支援しているか 3 

c 地域に対する公開講座・教育訓練の受託等を積極的に実施しているか 4 

 評価項目 評価 

a 留学生の受入れ・派遣について戦略を持って行われているか 4 

b 留学生の受入れ・派遣、在籍管理等において適切な手続き等がとられているか 4 

c 留学生の学修・生活指導について学内に適切な体制が整備されているか 4 

d 学習成果が国内外で評価される取組を行っているか 4 



23 

 

はなく出席率、学科の適性、学費支弁能力、資格外活動の状況、学習意欲等も加味した判定

を行い、卒業後の進路を見据えた優秀な学生の募集に努めている。また、海外から直接留学

の受け入れもおこなっている。特に日本語能力が高く日本で実習生としての経験がある学生

は積極的に受け入れている。 

 

b.受入れにあたり、パスポート、在留カード、卒業証明書、成績表等の出願書類をしっかり確

認するとともに、アルバイト状況、課税証明書の提出、健康状態も把握し、入学後の在籍管

理に問題が生じないように対応している。 

 

c.留学生の学習・生活指導については、クラス担任及び学生指導部長が互いに連携し、継続的

な面談や日々の声かけ等で留学生とのコミュニケーションに努めている。また毎週、担任会

議において学生動向について幅広い情報の共有化を図っている。 

 

d.年度末に実施しているプレゼンテーション大会は、全学生参加型とし学習成果を発表できる

機会を設けている。グランプリ大会にノミネートされた優秀な作品については、日本語学校

の教員の皆様や企業・団体の方々に閲覧してもらい、当校の教育成果と教育内容をご理解い

ただく機会としている。 

また、全学生を対象として、校内実力テストを実施し学習成果を測定している。 

 

③課題と改善策 

 全員参加型のプレゼンテーション大会の作品については、優秀な作品は学校ホームページか

らも閲覧できるよう Web 版での発信を準備している。 

 

④ 学校関係者評価委員会による評価 

 全員参加型のプレゼンテーション大会で、留学生が日本で感じることなど発表する機会があ

ることはよい取り組みである。 

 日本語学校の教職員が選ぶ、留学生に勧めたい進学先（留学 AWARDS）に 7年連続で選ばれて

いることは評価できる。 

 


